
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「  スイカズラの一種  」 

 

 

 

 

 

鶴岡地区医師会        １７年  １１月号 



第 68 回医師会勉強会抄録 

日時：平成 17 年 10 月 21 日（金） 
場所：医師会 3階講堂 

 
『戦略的防衛医療構想：ITフル利活用した情報薬の開発』 

札幌医科大学大学院医学研究科 

                                                            辰  巳  治  之  先生

地域医療連携のためには IT は非常に強力な武器
になるが、単なる IT を導入するだけでは、地域
医療連携は覚束ない。そこで、逆に、現在の日本

の医療の現状とその問題点を明らかにし、重点を

置くべきところを検討し、従来の方法とはことな

る攻め方を考えた。 
  日本が長寿社会世界一になってからすでに二

十年がたち今までと同じようなことをやってい

たのではさらなる記録更新は難しくなるだろう。

そこで、生活習慣病の克服が重要であろうと考え

る。しかし、糖尿病や高血圧や癌は初期のときに

は痛みがなく自覚症状がないために、未病段階で

対策を練ることは難しく、また、悪習慣改善のた

めの行動変容を起こさせるということはかなり

困難である。 
  次世代の治療として代替医療に期待が寄せら

れている。そこで、薬の代替として情報薬を提案

する。ここで、重要なのはどのような情報を、ど

の様に、どのようなタイミングで与えるかである。

そこには ITの利活用が期待される。 
  やれば良いこと、やれば悪いことなど、すでに

EBM の Evidence としてのデータが多く発表さ
れているが、悪いというのが分かっていてもやめ

られない、良いというのは分かっていても続けら

れないというのがほとんどである。そこで情報を

うまく与えることにより行動変容を起こさせる

ような実験を行っている。  そこでは、体重調整

の為に、Zero point Nine Theory(0.9の理論：辰
巳理論）を活用できるようにしている。それは、 
1を何回かけても１(1x1x1x....=1)であるが、1よ
り少し多ければ増え続けるし、一方 1よりちょっ
とでも少なければ減り続ける。当たり前のことで

あるが、このことを意識することにより、体重調

整が可能であろうと考える。とくに、100g単位 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
で計測できる体重計で計測すると、体重の増減の

変化がはっきりわかり、ダイエットに対するやる

気を継続することができる。しかもそのデータを

数字だけでなくグラフとして可視化することに

より、理解しやすくなりやる気につながるものと

考える。ここで重要なことは、体重を量りグラフ

化することを毎日続けることができるかどうか

である。毎日、体重を量り、グラフ化することが

できるということは、やる気が持続していること

を表しているものと考えられる。しかし、ここで

体重のデータを記録し可視化することは非常に

面倒くさいことであれば、それが障壁になること

がある。継続性を高めるためには、毎回の健康デ

ータの記録やデータセンターへのデータ送信の

手間を省くための工夫が必要である。その理想形

をゼロクリックと称し、その実現を目指している。

部分的なところは NEDO のプロジェクトにて実
現すべく開発している。さらなる問題点として、

グラフ化したものを、こちらからわざわざ見に行

く必要があるところである。そこで、メールなど、

お知らせがセンター側から自動的に来る様なシ

ステムの実現が重要であると結論し、いわゆる、

逆ナースコールの実現を目指し、「戦略的防衛医

療構想」を推進している。



庄内整形外科医会学術講演会 

日時：平成17年10月28日（金） 

場所：東京第一ホテル鶴岡 

 

『高齢者における骨折予防の取り組み』 
 

                                                       新潟リハビリテーション病院  

副院長 山 本 智 章 先生 

 

 

高齢期に要介護状態に移行する原因疾患と

して、骨関節疾患や筋力低下など運動器の問

題が増加していることが介護保険の推移で

示された。その代表例として大腿骨近位部骨

折は各県単位の調査や全国調査で明らかに

発生が増加しており、その予後では寝たきり

など高齢者のＱＯＬを低下させていること

が報告されている。 

 

2003年にＷＨＯから発表されたテクニカル

レポートでは、大腿骨近位部骨折のリスク評

価について骨密度以外の10項目が示され、既

存骨折や骨代謝マーカーなど骨の質に関係

する項目に加えて運動機能項目として歩行

速度や重心動揺の低下が重視されている。転

倒予防を含めて運動器を総合的に評価し、骨

折予防の介入が必要となる。介護保険の改正

で新予防給付、地域支援事業など高齢者の運

動機能向上の取り組みは大きな展開を求め

ている。 

 

転倒についての調査研究では高齢者は1年間

に10～20％の頻度で転倒を経験している。そ

の要因として筋力低下の関与が最も高いと

報告されている。新潟での住民調査で、ＭＲ

Ｉによる筋断面積は60歳以降の低下が著し

いことが示され、これは国民栄養調査で一日

の平均歩数が60歳以降に減少し始めること

から、筋力低下と日常の活動量の低下との関

係が示唆される結果である。運動介入は高齢

者の身体機能を改善させ、転倒発生を減少さ

せることから、日々の診療で運動の習慣をつ

けさせる啓蒙が必要である。 

 

近年の骨粗鬆症治療は骨吸収抑制剤によっ

て骨の過剰な代謝亢進を抑制し、骨強度の増

加、骨折リスクの低下が可能となった。特に

骨の質について重視され、薬剤投与による代

謝回転の低下は骨石灰化度の上昇につなが

ることが組織研究から明らかにされている。

またビタミンＤの新しい作用として転倒予

防、認知症の予防に関係するとの報告があい

ついで登場しており、今後の研究が待たれる。 

 



第 34 回東北・北海道医師会共同利用施設連絡協議会            日時：平成 17 年 10 月 22 日(土)・23 日(日) 
共同利用施設部門抄録                                       場所：ホテルアイリス 
 

 

地域医療における医師会療養型病院の役割 

 

鶴岡市立湯田川温泉リハビリテーション病院   

竹  田  浩  洋  先生 

 

湯田川温泉リハビリテーション病院（以下当院）は、2001 年３月１日鶴岡地区医師会が運営する公
設民営型の市立病院として発足した。以来 4年半の歩みを振り返り、医師会が運営する慢性期医療療養
型病院の役割について考察した。 
  入院患者の疾患を紹介時の第 1 病名(主病名)で大別すると、脳血管障害が最も多く、脳腫瘍術後、頭
部外傷などを加えた脳疾患が 4割、大腿骨頚部骨折を代表とする整形外科的疾患 3割強、その他の疾患
3割弱である。その他の疾患の内容は多岐にわたるが、肺炎治療後の廃用症候群が最も多かった。男女
比は 1:1.5、年齢分布は、70歳代以上の高齢者が多数を占め、80歳代にピークがあった。 
  当院が地域医療のなかでどのような位置を占め、どんな役割を果たしているかをみると、まさに当院

は連携の十字路に立っているといえる。大きな流れとしては、機能分担をしている荘内病院をはじめと

する一般病院や有床診療所から、急性期医療を終えた患者を受け継ぎ、入院生活の最後の重要な局面を

担当して、在宅ないし施設に引き継ぐのが当院の主たる任務であるということができる。 
  開院後 4 年を経過して、同一患者が複数回入院する事例が多くなり、219 件(15.8%)に上った。状態
観察や胃ろう造設目的などの一時的転院例は除外してある。主病名で分類すると、脳疾患が 5、整形外
科疾患が 3、その他が 2 の割合で、脳疾患の再入院率が高かった。脳疾患は合併症や廃用による ADL
低下が再入院の原因となっていると思われた。整形外科疾患は 180日を過ぎてからの再入院が多く、リ
ハビリの効果が薄れる時期に再骨折などのイベントを起しやすいことが想像された。複数回入院の原因

は、再発や病状悪化以外にも、廃用性の筋力低下や易転倒性など、維持リハビリの過程における課題を

も浮き彫りにしているように思われた。 
退院患者の在宅復帰率(現在 60%台)をさらに向上させるということは、当院にとって大きな課題であ

る。在宅生活に不安が大きければ在宅復帰はありえない。これまでも退院前・後の在宅支援には力を注

いできたが、患者･家族にとって拭い切れない不安の一つは、何時か再び ADLの低下が起こるのでない
かという懸念である。そこで最近、再入院・再リハビリ制度を実施した。これは在宅支援サービスをよ

り組織的・効率的に実施して、退院後の ADL低下を防止するとともに、実際に低下したときの再入院・
再リハビリを保証することにより不安を解消し、在宅復帰の促進を図りつつ、前述の維持リハビリの課

題克服をも目指すものである。また、Net-4-U を通じてリハビリ情報を含めた連携を強化し、疾病のみ

ならず障害に対する医療の継続性が保たれるよう努力したい。MRIの共同利用、嚥下障害の診断、摂食
嚥下訓練、四肢循環障害の温泉療法など、ニーズに対応したレパートリー拡大を一層推進し、医師会の

共同利用施設としての役割を果たして行きたいと考えている。 



第 34 回東北・北海道医師会共同利用施設連絡協議会に参加して 

                                                         

臨床検査課    工藤  みき 

 

  今年の協議会は秋田県医師会の担当で 10月 22日(土)に開催された。会場は由利本荘市で、メ

インテーマは｢地域医療における医師会共同利用施設の役割｣であった。                                  

  午前中は、臨床検査・精度管理部門で｢臨床検査の標準化に向けて｣ということで、各県の標準

化の現況と取り組みについての発表があった。 

  午後は、共同利用施設部門で｢地域医療における医師会共同利用施設の役割｣ということで７題

の発表があった。ここでは、湯田川温泉ﾘﾊﾋﾞﾘﾃ− ｼｮﾝ病院の竹田先生が山形県を代表して、医師会

が運営する慢性期医療療養型病院の役割について発表された。成果について反響が大きく会場の

関心となった。   

  わたしが興味を持って聞いたのは、やはり標準化の話である。生化学検査の酵素項目において

は標準化対応法の採用率は高くなってきているが、甲状腺関連検査においては測定値のキット間

変動が大きく、薬物治療のガイドラインの作成には検査の標準化が必要であるという発表や、さ

まざまな形態による健診の基準範囲や判定基準が実施主体により多岐にわたっていることは、受

診者に不信感を抱かせることになり基準範囲の共有化が必要であるという発表である。また、日

本医師会常任理事であられる橋本先生の講演の中で、臨床検査精度管理調査の評価基準の見直し

について検討中であるという話があった。その評価は厳しく担当者はみな頭を痛めていることか

ら、その朗報を得ただけでも有意義な会であった。 

 



 

                                                その２ 

横 山   靖 

今回ご紹介するのはうまい！！焼飯です。 

（おいしい、というよりうまい！！のです） 

チャーハンのこと？とお思いになるかもしれ

ませんが、焼飯はチャーハンではありません。

何よりチャーハンは炒飯と書きますね。もっと

も焼飯だって、ご飯を焼いているわけではなく

炒めているのですが、チャーハンが中華料理な

ら、このお店の焼飯は和洋食ということになる

でしょうか。さて、お勧めのお店は天花（てん

か）食堂さん。鶴岡でも老舗の部類に入る、い

わゆる食堂で、銀座通りに交差する『みゆき通

り』にあります。ここの焼飯がとてもうま

い！！焼飯を注文し、いよいよ料理が運ばれて

くると、炒めたご飯の上には、薄焼き卵の刻み

にたくさんの海苔と紅ショウガが乗っていま

す。見た目はまるで五目ちらしのようです。私

が和洋食という意味がわかっていただけると

思います。さて、その味付けは・・・、ワクワ

クしながらスプーンで一口食すると、ほんのり

甘く、香ばしい味わいに、一瞬味付けは何だろ

うと考えました。とてもおいしくて、なんだか

懐かしい味・・・・、二口、三口と食べるにつ

れ、『ああ、これはソースだ！』と気づきまし

た。ウスター系のソース、それもソースだとは

すぐには気づかせないような絶妙な使い方で

す。もちろん、お店の人に確かめましたが、ど

んなソースかは企業秘密だそうです。ちなみに

醤油で炒めてもおいしいですよ、とお店の人は

云ってましたが、この焼飯には隠し味として醤

油は使われていないそうです。ソース味といっ

ても、ソース焼きそばを想像しないでください。

お店の外観とは異なり（天花さん、ごめんなさ

い）、もっと繊細で、とても洗練された味わい

です。焼飯の具材は、コマ切れの豚肉とタマネ

ギ。まさに、ソースのためにあるような素材で

す。しっかり脂身のついた豚肉とタマネギをソ

ースでジュー、ジューと炒める・・・・、もう

それだけで食欲をそそりますが、それにご飯を

入れて混ぜ合わせ、さらに香ばしく炒め上げる

のですから、おいしくないわけがありませ

ん！！スプーンの上に、この豚肉とタマネギと

炒めご飯を乗せ食すると、その脂身のジューシ

ーさと、タマネギの甘み、ソースのからんだご

飯の渾然一体とした味わいに、なんともしあわ

せの気持ちになります。世の中、やれ金華豚だ

とか三元豚だとか、イベリコ豚だとか、かまび

すしいですが、そんなことにこだわらなくても、

その食材に見合った調理をすれば、普通の豚の

コマ切れでもこんにおいしくいただけるとい

うことがよくわかりますよ。ぜひ、うまい焼飯

を召し上がれ！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

焼      飯 

 

 

 

 

 

天花食堂 
住所  鶴岡市本町 1− 7− 38 
TEL  0235− 22− 1143 

 
横山先生のお勧めの店に行かれた方の 

感想文を募集しています。 



観 楓 会 
日  時：平成 17年 11月 4日 
場  所：ワシントンホテル  銀坐 

 
  秋の深まりを感じながら、観楓会が、ワシントンホテル銀坐に於いて開催さした。 
  福原晶子先生の進行で、齋藤寿一会長のご挨拶、新規会員の宮原病院、村越先生のご紹

介を頂いた後、渡部直哉先生のご発声により、宴も和やかに始まりました。 
  そしてなにより宴を盛り上げたのは、上野欣一先生のサックス、福原晶子先生のピアノ、

横山靖先生のチェロ、この美しい三重奏でした。 
大きな窓一面に広がる秋の鶴岡の夜景をバックに、「愛の讃歌」、「星に願いを」等々・・・

アンコールの喝采をうけながら演奏してくださり、とてもロマンチックな、“ホッ”とする

時間をいただきました。 
  宴もたけなわの中、黒羽根洋司先生の一本締めで散会となりました。 

（検診課  渡部恵美） 

 



 

 

                                                                          ― 第２７回 ― 

 

                                                                    今  立      元 

 

私にとって、マイホビーとはパチンコと雑魚

釣りであります。以前、わかあゆ17号（最終

号）に掲載したことがありますが、相変わら

ず暇を見つけては、ゲームセンターに時々出

かけております。勝ったり、負けたり、まず

はトントンと言うとこでしょうか？最近の人

気機種は、なんと言っても、大海物語で、ゲ

ーム性の面白さ、迫力、確変のでかた、魚群

での当たり、人魚の美しさ、いったん普通で

当たったあと走りで確変に昇格することがま

ま見られる。緑髪のサム少年が大当たり中に

出れば、爆発台の予告など打っ人を楽しませ

てくれます。休日や土曜の午後しか行けない

ので、良い台は早朝出かけなければなりませ

ん。早朝出かけても優良な台に当たるとは限

らず、店側の思惑は何処にありやと考えなが

ら場所を決めるわけです。良い台は、まず100

回以内に当たりがありますが、連続して当た

りがくることもありますが、プツンと当たり

が途切れてしまい後は幾ら回しても当たりが

釆ないこともあり、財布の中身が心配になる

こともしばしばであります。せいぜいで2万円

から3万円の軍資金で出かけますが、負けても

熱くならずに早々に退散することにしており

ます。前日、前々日のデータを見て勝負する

わけですが予想が的中したときは、心が踊り

ます。  次に雑魚つりのお話。私は、釣り歴

は、庄内に来てから始めたので釣り歴は長い

のですが、黒鯛や黄鯛はもちろん、篠子鯛も

なかなか釣ることが出きず、秋の釣りクラブ

の大会は、いつも下位で地団太踏んでおりま

す。小物釣りは足 

も不自由になったせいもあり、最近は、もっ

ぱらアジ、タカバ、ウマズラ、専門に糸をた

れており、幸い孫（小3）が小物釣りに興味を

もったようで天気の良い日を選んで一緒に出

かけております。サビキ釣りから一本釣りも

覚えて、今度は投げ釣りを教えたいと思って

おります。 

  孫の写真で恐縮ですが、庄内に来て始めて

フグの赤ちゃんを釣った顔をのせて頂けたら

と同封しました。 

 



           

 
― 続  編 ― 

 
                                                                    丸  谷    紘  一 

「コントレラス、ワールドシリーズ第１戦に先

発勝ち投手に」これだけでは何のことかと思われ

ると思いますが、小生が本誌昨年１２月号に書か

せていただいたシドニーオリンピック前に鶴岡

で合宿した、アマ野球のキュ 

ーバチームが山形しあわせ銀 

行と壮行試合を行い、その先 

発投手がコントレラスでその 

後アメリカに亡命、ＮＹヤン 

キースに入り、その後シカゴ 

ホワイトソックス（以下Ｗソ 

ックス）トレードされ活躍し 

ているとの内容である。 

  １０月２３日日曜日ＮＨＫ 

テレビ（ＢＳ）をつけると、 

ワールドシリーズ第１戦で、 

あのコントレラスが先発して 

いるではないか。Ｗソックス 

の強力な先発投手陣の一員と 

して活躍していると聞いてい 

たが、まさか最も信頼される 

投手が投げる第１戦の先発で 

出てくるとは思わなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ところが、私がみていた３回までの調子は今一

つで、味方が３点を取りながら同点に追いつかれ

てしまった。何の根拠もないのだが、ヤンキース

時代も私が見ていると不調だったし、又、今夕日 

日本シリーズもあるのでこのまま

見ていると、アストロズの打戦も恐

いが、わが家のオーナーから、あな

たは１日中野球を見てたのねと言

うきつい一発が飛んできそうなの

で観戦を中止し、夜の NHK サンデー

スポーツを見ると、Wソックスが勝

っているではないか。日本シリーズ

もあったし、井口も無安打だったの

で、放送時間が短かく勝ち投手まで

はわからなかったが、翌朝の新聞を

見るとコントレラスは７回まで投

げ、勝ち投手になっていた。うれし

くなった私は早速新聞のコピーを

持って、丁度当日あった医師会理事

会でいつも隣に座っている三原先

生に会が始まる前に見せたところ、

厚かましくも又書かせていただけ

るということでこの続編になった。

鶴岡ドリームスタジアムで投げた

投手が、ワールドシリーズ８８年ぶ

りの優勝の勝ち投手となる。これは

まさに夢の実現だと思った。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
～  編  集  後  記  ～ 
 
今月号の巻頭にあります勉強会での辰巳治之先生の講演は、まるで機関銃のように自論の連射

があり、聴衆のほとんどがそれを気持ちよく聞きいれていたようです。「IT をフル活用した情報

薬の開発」が当地でも十分可能であることが示されました。 

  本年度の観楓会は初めてワシントン H.の「銀座」を会場に開催されました。大勢の会員の参

集がありましたが、余興の演奏会が大変好評でした。エレクトーン、サクソホーン、チェロの

福原、上野、横山先生ありがとうございました。機会がありましたら是非またお願いします。 

  秋には各種学会、研究会、研修会などいろいろと勉強する機会が多くありますが、先日荘内

病院では｢山形市立病院済生館の地域医療連携への取り組み｣について、館長の平川秀紀先生（昭

和 43 年鶴岡南高校卒業）の講演を聴く機会がありました。済生館病院では平成 15 年に承認さ

れている地域医療支援病院の資格を荘内病院でも来年度中には取得することを目指し着々と準

備が進んでおります。まずは院内周知徹底が目標の講演会でした。講演の中で「山形市には多

くの医療機関があり、まさに群雄割拠状態である。それに対し鶴岡には一国一城の主がおり、

領民を他に取られたり、他から攻め込まれたりする心配をしなくてもよい」と述べています。

すなわち院内には医療連携に対する危機感がほとんどと言ってよいほど無いのではということ

を暗に示していたと思います。地区医師会の会員があっての地域医療支援病院です。登録医制

度のことや、院内病床や医療機器の共同利用のことなど、これから会員の皆様に説明していか

なければならないことは多くあります。其の時がきましたらご協力よろしくお願いいたします。 

  今年は福岡に延べ 6日間出かけて「こどもの心相談医」という資格を取得しました。 

「心の問題は子どもや家族の訴えをまずよく聞くこと。ゆっくりと穏やかに、途中で話の腰を

折らないように、自分の考えや意見を押し付けないように余裕を持って診察を始める」と言わ

れたのが印象的でした。これは医療訴訟予防の基本でもありますが、なかなかできるものでは

ありません。皆様はいかがでしょうか。 

                                                                           （ 伊  藤  末  志 ） 

 
「 スイカズラ（ニントウ） 」 
                                                   佐  藤    元  昭 
 
  花の一般名はスイカズラの一種、花は夕方開き、香り高く、長い吻をもった蝶、蛾の

類でないと、細い筒形の花の奥にある蜜は吸えない。様々な種類があり、その中の一種だ

そうで、最近診療所のわきに一塊となって夏から秋に次々に咲いて楽しませてくれます。 
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